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「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
（
Ⅷ
）

　
　
　 

　 

比
較
優
位
の
更
新
　
〜 

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ(

株) 

〜

西
　
澤
　
正
　
樹

　
生
産
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
設
備
と
い
っ
た
経
営
資
源

の
優
位
性
を
持
ち
な
が
ら
、
日
本
国
内
の
原
材
料
、
労

働
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
コ
ス
ト
面
で
国
際
競
争
力
が

衰
え
た
事
業
部
門
を
、
コ
ス
ト
圧
縮
可
能
な
海
外
に
移

転
し
、
製
品
の
比
較
優
位
を
更
新
し
た
ケ
ー
ス
を
報
告

す
る
。
海
外
で
の
比
較
優
位
の
更
新
は
、
国
際
中
堅
企

業
に
成
長
す
る
重
要
な
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
絹
紡
績
の
成
長
と
衰
退

　
長
野
県
丸
子
町
の
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
は
国
内
従
業
員
約

一
、
三
〇
〇
人
、
売
上
高
七
〇
〇
億
円
の
国
際
中
堅
企

業
で
あ
る
。
絹
紡
績
で
成
長
し
、
マ
イ
ク
ロ
モ
ー

タ
ー
、
情
報
機
器
メ
ー
カ
ー
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
当

社
の
前
身
は
、
現
会
長
の
父
親
が
一
九
一
八
年
に
創
業

し
た
「
信
濃
絹
糸
紡
績(

株)

」
で
あ
る
。
英
語
教
師
で

あ
っ
た
創
業
者
は
日
露
戦
争
で
陸
軍
通
訳
と
し
て
欧
米

に
派
遣
さ
れ
、
エ
ジ
ソ
ン
や
ク
ル
ッ
プ
の
工
場
を
視
察

し
帰
国
後
、
絹
紡
績
業
を
創
業
し
た
。

　
絹
紡
績
は
、
繭
か
ら
生
糸
を
生
産
す
る
製
糸
家
か
ら

出
る
「
く
ず
繭
」
や
「
生
糸
く
ず
」
を
洗
浄
し
綿
状
に

加
工
、
そ
れ
を
紡
績
し
て
絹
紡
糸
を
作
る
。
絹
紡
績
は

生
糸
生
産
に
較
べ
機
械
設
備
、
技
術
、
資
本
が
集
約
的

で
あ
り
、
そ
の
生
産
管
理
の
蓄
積
は
後
の
精
密
機
械
生

産
へ
の
転
換
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
絹
紡
績
業
は
太
平
洋
戦
争
前
に
、
全
国
一
六
社
三
二

工
場
が
あ
っ
た
。
戦
時
統
制
に
て
八
社
に
集
約
さ
れ

た
。
近
江
絹
糸
、
東
洋
紡
、
大
日
本
紡
績
（
後
、
ユ
ニ

チ
カ
）
、
カ
ネ
チ
カ
な
ど
の
な
か
で
、
当
社
は
最
小
企

業
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
大
手
各
社
は
ナ
イ
ロ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
合
成
繊
維
の
開
発
、
普
及
に
と
も
な
い
次
々

と
絹
紡
績
か
ら
撤
退
し
た
。
九
六
年
ま
で
松
本
と
丸
子

に
あ
っ
た
カ
ネ
チ
カ
も
工
場
を
閉
め
、
国
内
で
絹
紡
績

事
業
を
継
続
し
て
い
る
の
は
当
社
の
み
と
な
っ
た
。

　
紡
績
業
の
中
心
が
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
か
ら
、
当
時
、
労

働
コ
ス
ト
が
一
六
分
の
一
の
日
本
に
移
っ
た
よ
う
に
、

絹
紡
績
は
日
本
か
ら
労
働
コ
ス
ト
一
〇
分
の
一
の
中
国

へ
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
小
型
モ
ー
タ
ー
事
業
の
展
開

　
六
二
年
に
モ
ー
タ
ー
分
野
へ
の
参
入
を
決
断
す
る
。

下
請
組
立
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
急
成
長
を
遂
げ
て

い
た
ソ
ニ
ー
と
の
取
引
が
始
ま
り
、
六
八
年
ま
で
ソ

ニ
ー
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
式
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
用

モ
ー
タ
ー
は
全
て
当
社
が
供
給
し
た
。
七
一
〜
二
年
に

は
、
当
社
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
用
モ
ー
タ
ー
は
全
国

生
産
の
七
〇
〜
八
〇
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
カ
セ
ッ
ト
式
に
変

わ
り
、
モ
ー
タ
ー
は
マ
イ
ク
ロ
化
し
単
価
も
安
く
な
っ

て
い
っ
た
た
め
、
当
社
で
は
Ｖ
Ｔ
Ｒ
用
、
複
写
機
用
、

Ｃ
Ｄ
�
Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
用
な
ど
の
モ
ー
タ
ー
開
発
を

継
続
し
市
場
を
獲
得
し
て
い
く
。

　
日
本
事
業
所
（
上
田
事
業
所
、
丸
子
事
業
所
）
で

は
、
海
外
に
移
管
す
る
製
品
に
替
わ
る
新
た
な
製
品
を

弛
み
な
く
開
発
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド

を
要
求
さ
れ
競
争
の
激
し
い
分
野
で
の
製
品
開
発
、
設

計
、
試
作
、
量
産
前
試
作
は
、
日
本
事
業
所
の
モ
ノ
づ

く
り
環
境
に
優
位
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
絹
紡
績
と
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
の

　
　
比
較
優
位
の
更
新

　
絹
紡
績
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
廃
止
も
考
え
た
が
、

創
業
事
業
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
技
術
や
設

備
を
海
外
の
低
コ
ス
ト
労
働
力
と
組
み
合
わ
せ
て
存
続

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
八
七
年
に
資
本
金
一
億
七
、
五
〇

〇
バ
ー
ツ
の
絹
紡
績
独
資
企
業
を
タ
イ
に
設
立
、
八
八

年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。
タ
イ
事
業
所
は
、
他
社
が

日
本
で
の
絹
紡
績
事
業
を
廃
業
し
て
い
く
な
か
で
、
九

六
年
ま
で
毎
年
、
黒
字
を
計
上
し
投
資
資
金
の
回
収
を

終
え
て
い
る
。

　
家
電
、
弱
電
製
品
は
大
量
生
産
に
と
も
な
う
販
売
価

格
の
逓
減
が
著
し
く
、
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
の
発
注
単
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価
も
下
が
っ
て
い
く
。
八
五
年
に
香
港
三
田
工
業
か
ら

複
写
機
用
モ
ー
タ
ー
を
現
地
供
給
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
請
を
受
け
、
八
六
年
、
香
港
に
進
出
。
二
〇
数
階
の

工
場
ビ
ル
内
に
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
の
工
場
を
配
置
し

た
。
そ
の
後
、
深

特
区
に
リ
コ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど

の
複
写
機
工
場
の
進
出
が
続
き
、
三
田
工
業
の
部
品
協

力
企
業
へ
の
発
注
も
増
加
し
て
い
く
。
当
社
の
受
注
も

急
増
し
香
港
の
工
場
ビ
ル
で
は
狭
く
、
プ
レ
ス
機
も
入

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
九
一
年
に
東
莞
市
鳳
崗
鎮
と
委
託

加
工
契
約
を
結
び
操
業
を
開
始
し
た
。
受
注
の
増
加
に

応
じ
委
託
加
工
工
場
の
拡
張
を
重
ね
て
い
く
が
「
国
内

販
売
が
で
き
な
い
」
「
従
業
員
の
日
本
研
修
が
で
き
な

い
」
な
ど
華
南
型
委
託
加
工
の
限
界
を
意
識
し
、
九
八

年
に
独
資
企
業
を
設
立
し
た
。

　
当
社
の
東
莞
工
場
は
委
託
加
工
の
「
雁
田
信
濃
電
機

電
子
廠
」
と
独
資
企
業
の
「
東
莞
信
濃
馬
達
有
限
公

司
」
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
業
員
約
二
、
六

〇
〇
人
（
日
本
人
駐
在
三
〇
人
）
で
全
社
の
モ
ー
タ
ー

生
産
量
の
八
〇
％
、
金
額
に
し
て
約
一
五
億
円
分
を
東

莞
事
業
所
が
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
〇
億
円
を
投

資
し
金
型
生
産
か
ら
部
品
加
工
、
組
立
ま
で
の
一
貫
生

産
体
系
を
構
築
し
て
い
る
。

　
　
地
域
経
済
へ
の
効
果
・
影
響

　
独
自
技
術
を
保
有
し
て
い
る
企
業
は
、
そ
の
事
業
分

野
で
他
企
業
に
対
す
る
参
入
障
壁
を
構
築
し
て
お
り
、

製
品
の
競
争
力
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
技
術

と
い
う
要
素
価
格
競
争
力
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、

国
内
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
力
が
絶
対
的

に
弱
い
場
合
、
国
内
で
の
事
業
経
営
が
な
り
た
た
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
に

陥
っ
た
比
較
劣
位
部
門
を
国
内
事
業
か
ら
切
り
離
し
、

海
外
直
接
投
資
に
よ
っ
て
海
外
市
場
で
再
生
し
、
そ
の

利
潤
を
本
社
の
新
規
事
業
や
研
究
開
発
、
技
術
開
発
な

ど
に
投
入
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
地
域
経
済
に
お
い
て
比
較
劣
位
部
門
の

生
産
や
雇
用
の
縮
小
と
い
っ
た
一
時
的
な
調
整
が
発
生

す
る
。
し
か
し
、
技
術
的
な
比
較
優
位
を
有
す
る
事
業

分
野
で
あ
っ
て
も
コ
ス
ト
競
争
面
の
比
較
劣
位
に
よ
っ

て
、
日
本
（
地
域
）
に
残
し
て
お
い
て
も
、
い
ず
れ
淘

汰
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
技
術
的
な
比
較
優

位
も
活
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
可
能
性
の
あ
る
利
益
も
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
コ
ス
ト
競
争
面
で
の
対
抗
が
可
能
と

な
る
受
入
国
に
直
接
投
資
を
行
い
技
術
面
、
管
理
面
な

ど
の
比
較
優
位
を
発
揮
し
、
価
格
競
争
で
の
い
っ
そ
う

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成
功
す
れ
ば
本
社
へ
の
利
益
還
元

が
可
能
に
な
る
。
日
本
の
地
域
に
あ
る
本
社
事
業
所
で

は
、
そ
の
利
益
を
研
究
開
発
や
技
術
革
新
に
投
資
し
、

新
た
な
比
較
優
位
部
門
の
成
長
が
期
待
で
き
る
。

　
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
の
場
合
、
国
内
で
は
事
業
成
立
が
困

難
に
な
っ
た
絹
紡
績
を
タ
イ
に
移
転
し
、
日
本
の
事
業

所
で
は
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
分
野
に
投
資
を
集
中
し
事

業
分
野
の
転
換
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ク
ロ

モ
ー
タ
ー
分
野
も
市
場
拡
大
す
る
中
国
に
シ
フ
ト
し
て

利
益
を
上
げ
る
一
方
で
、
日
本
事
業
所
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
周
辺
機
器
に
主
力
事
業
を
移
し
つ
つ
、
地
域

の
大
学
と
連
携
し
て
新
規
成
長
期
待
分
野
の
技
術
開
発

に
注
力
し
て
い
る
。

　
日
本
に
は
絹
紡
績
の
生
産
工
場
は
無
く
な
り
、
汎
用

マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
の
加
工
・
組
立
工
場
は
縮
小
し
て

い
る
が
新
規
開
発
モ
ー
タ
ー
の
試
作
・
生
産
工
場
が
存

続
し
て
い
る
。
単
純
な
加
工
・
組
立
工
程
に
要
す
る
単

能
工
は
大
き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
試
作
か
ら
量
産
、

あ
る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
周
辺
機
器
の
開
発
・
試
作
・

生
産
に
必
要
な
多
能
工
労
働
力
は
、
以
前
と
比
べ
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
海
外
事
業
を
統
括
す
る
国
際
事
業
部

門
や
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
、
研
究
開
発
部
門
の

人
材
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
増
え
る
傾
向

に
あ
る
。

　
現
在
、
雇
用
数
の
絶
対
量
は
ピ
ー
ク
時
に
追
い
つ
い

て
は
い
な
い
が
、
労
働
内
容
は
単
純
労
働
か
ら
知
識
労

働
へ
と
質
的
な
転
換
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
地
域
の
産

業
構
造
の
高
度
化
の
た
め
に
は
人
間
の
知
識
労
働
が
不

可
欠
で
あ
り
、
当
社
の
ケ
ー
ス
は
海
外
直
接
投
資
に
と

も
な
う
地
域
経
済
の
人
的
資
源
の
蓄
積
と
生
産
と
雇
用

の
高
度
化
の
進
展
を
示
し
て
い
る
。

　
当
社
の
金
子
会
長
は
「
日
本
地
域
の
雇
用
は
守
っ
て

い
く
が
、
ま
す
ま
す
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
」

と
語
る
。
製
造
業
を
国
際
競
争
力
の
基
軸
と
し
て
い
る

日
本
の
産
業
構
造
が
高
度
化
し
て
い
く
に
従
い
製
造
業

の
雇
用
も
高
度
化
、
知
識
集
約
化
し
て
い
く
。「
国
内

雇
用
の
受
け
皿
」
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
製
造
業
は

サ
ー
ビ
ス
業
に
量
的
な
主
役
を
譲
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。

　
　
（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
助
教
授
）

　
　
生
産
と
雇
用
の
高
度
化
に
向
か
う
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